
和木町第６次総合計画

～みんなの考えを未来の和木町に生かそう～

将来のまちづくりアンケート

≪アンケートご協力のお願い≫

ご記入いただいたアンケートは、無記名のまま同封の返信用封筒に入れて

12月20日（金）までに投函してください。　※切手不要

【お問い合わせ先】　和木町役場 企画総務課 企画係

 ： ０８２７-５２-２１３６
 ： ０８２７-５２-５３１３
 ： kikaku@town.waki.lg.jp

電 話
ファックス
メ ー ル

　町民の皆さまには、日ごろから町政に対しまして、ご理解とご協力をいただき誠にあり
がとうございます。
　さて、和木町では昭和53年に「和木町総合計画」を策定して以降、５次にわたって総合
計画を策定し、最新の計画では、「緑の風薫る文化のまち和木町 ～あいさつと笑顔あふ
れるまち～」を目標に、その実現に向けてさらに取組を推進してまいりました。
　このたびのアンケートでは、町民の皆さまが「和木町」についてどのようなご感想やご
意見を持っているかをお聞きして、第５次総合計画の目標がどの程度達成できているか、
今後はどのようなまちづくりを進めていくべきか、といったことの参考とし、希望あふれる
将来のまちづくりに役立ててまいりたいと存じます。
　町内にお住いの18歳以上の方から、無作為に1,500名を選び、アンケートをお送りし
ております。お忙しいこととは存じますが、ぜひご理解とご協力をいただきますようお願
い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　令和６年 11月　　　和木町長　　米本 正明

アンケートは以上です

ご協力ありがとうございました

和木町

ご記入いただいたアンケートは、無記名のまま同封の返信用封筒に入れて

12月20日（金）までに投函してください。　※切手不要



総合計画ってなに？
総合計画とは、

　和木町を取り巻く環境の変化や、現在及び近い将来に予測されるさまざまな課題に適切に

対応するとともに、和木町がめざす将来像や目標の実現に向けて、基本的な考え方や方策を

示したものです。

　現在策定しようとしている「和木町第６次総合計画」は、令和８年度から令和１７年度までを

計画期間とし、１０年後の和木町のめざす姿を描き、どのようにまちづくりを進めていくかを

まとめます。

※総合計画に関連した「和木町まち・ひと・しごと創生総合戦略」や「和木町教育振興基本計画」

では、「世界のすべての人々が幸せになるためにみんなで取り組む１７の持続可能な開発目標：

ＳＤＧs（エス・ディー・ジーズ）」を取り入れています。中でも「和木町教育振興基本計画」では、

ＳＤＧｓの理念や目標を参考に、町全体を1つの学び舎（学園）として捉えた“町ぐるみ「和木学

園」構想”を掲げて、和木町の将来を担う人づくりをめざした取組を行っています。今回のアン

ケートでは、これらＳＤＧｓに関連した取組についても設問を設けています。

≪ 記入上のお願い ≫
１． なるべくご本人様による記入をお願いいたします。
　 ご本人様による記入が難しい場合は、ご家族の方などが、ご本人様のお考えを聞きながら
　 記入していただきますようお願いいたします。

２． 「その他」を選択する場合は、「その他」の番号を○で囲み、（　）内になるべく具体的な内容を
　 記入してください。

※ご記入いただいた内容は目的外に使用しません。
　また、無記名アンケートのため、個人が特定されることはありません。

※アンケート結果の概要は、町ホームページなどを通じてお知らせする予定です。

あなたご自身のことについてお尋ねします

Ｑ１　あなたの性別をお答えください。【１つに○】

１． 男性　　　　　２． 女性　　　　　３． その他※　　　　　４． 回答しない

※「その他」には「どちらでもない」「わからない」などを含みます。

Ｑ２　あなたの年齢をお答えください。【１つに○】

１． １０歳代　　　　２． ２０歳代　　　　３． ３０歳代　　　　４． ４０歳代

５． ５０歳代　　　　６． ６０歳代　　　　７． ７０歳代　　　　８． ８０歳以上

Ｑ３　あなたの家族構成をお答えください。【１つに○】

１． 単身世帯（ひとり暮らし）　　　２． １世代世帯（夫婦）　　　３． ２世代世帯（夫婦と子など）

４． ３世代世帯（夫婦と子と夫婦の親など）　　５． その他（　　　　　　　　　　　）　６． 回答しない

Ｑ４　あなたが住んでいる地区をお答えください。【１つに○】

１． 和木１丁目　　　２． 和木２丁目　　　３． 和木３丁目　　　４． 和木４丁目　　　５． 和木５丁目　　

６． 瀬田１丁目　　　７． 瀬田２丁目　　　８． 瀬田３丁目　　　９． 瀬田４丁目　　　10． 大字瀬田

11． 関ヶ浜１丁目　　12． 関ヶ浜２丁目　　13． 大字関ヶ浜

Ｑ５　あなたは和木町に通算で何年住んでいますか。【１つに○】

１． ５年未満　　　　　２． ５年～１０年未満　　　　　３． １０年～２０年未満

４． ２０年～３０年未満　　　　　５． ３０年以上

Ｑ６　あなたが生まれてから現在までの状況をお答えください。【１つに○】

１． 和木町に生まれてからずっと住んでいる　　２． 和木町に生まれて、町外に住んでいたことがある

３． 和木町外で生まれて、転入してきた

Ｑ７　あなたの職業をお答えください。【１つに○】

１． 会社員・公務員　　　２． 自営業・個人事業主　　　３． パート・アルバイト　　　４． 会社役員

５． 自由業 ※１　　　６． 学生 ※２　 　　７． 無職　　　 ８． その他（　　　　　 　 ）　 ９． 回答しない

※１　フリーランス、デザイナー、投資家など、特定の雇用関係や勤務時間に縛られない職業です。
※２　学生の方でパートやアルバイトをしている場合も「６．学生」と回答してください。
※３　複数に該当する場合は、主な収入を得ている選択肢を選んでください。
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和木町の住みやすさ・魅力についてお尋ねします

Ｑ８　あなたは、和木町が住みやすいまちだと思いますか。【１つに○】

１． 住みやすい　　　　　　　　　　　　　　２． どちらかというと住みやすい

３． どちらかというと住みにくい　　　　　　　４． 住みにくい

Ｑ１０　１０年前（和木町に住み始めて１０年未満の方は、住み始めた時期）と比較して、
　　　 あなたは和木町が住みやすくなったと思いますか。【１つに○】

１． 住みやすくなった　　　 ２． どちらかといえば住みやすくなった　　　 ３． 特に変わったと思わない

４． どちらかといえば住みにくくなった　　　　５． 住みにくくなった

Ｑ９　あなたが思う和木町の「住みやすいところ」と「住みにくいところ」をそれぞれ教えてください。
　　　【それぞれ最大３つまで○】

住みやすいところ 住みにくいところ

自然環境が良い
歴史や文化が豊かである
活気がある
落ち着ける
気候が良い
治安が良い
防災対策が充実している
道路がよく整備されている
買い物が便利である
通勤・通学しやすい
子育てしやすい
教育環境が良い
医療・福祉サービスが充実している
近所付き合い、コミュニティが良い 
娯楽・レジャー施設が充実している
働く場所が多い
まちのイメージが良い
その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

自然環境が悪い
歴史や文化が少ない
活気がない
落ち着かない
気候が合わない
治安が悪い
防災対策が不十分である
道路の整備が不十分である
買い物が不便である
通勤・通学しにくい
子育てしにくい
教育環境が良くない
医療・福祉サービスが不足している
近所付き合い、コミュニティが良くない
娯楽・レジャー施設が不足している
働く場所が少ない
まちのイメージが悪い
他の市町村に魅力を感じる

（市町村名：　　　　　　　　　　　　　 　）
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ１１　あなたは今後も和木町に住み続けたいと思いますか。【どちらかに○】

１． 住み続けたい　　　　　　　　　　　２． 住み続けたいとは思わない

Ｑ１２　あなたが、和木町を知り合いに紹介するときにＰＲしたいことは何ですか。ご自由にお書きください。

（行政サービス、観光資源、行事、住民気質、風土など）

Ｑ１３　あなたは、地域の活動や行事に参加していますか。またはしたいですか。【項目ごとに１つずつ〇】

項目
参加している

（したことが
ある）

参加できて
いないが、
してみたい

参加して
いない

1　 地域の祭りやイベントなど

2　 まちの清掃や美化などの環境をよくする活動

3　 交通安全や防犯・防災・災害救助活動

4　 高齢者や障がい者へのボランティア活動

5　 子ども会活動や地域でのスポーツ活動

6　 音楽会や美術展などの文化・芸術の振興を図る活動

7　 文化財や歴史に関する活動

8　 国際交流に関する活動
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1
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1
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まちづくりの取組に対する満足度・重要度についてお尋ねします

Ｑ１４　これまでの各種取組について、「現在の満足度」と、「今後の重要度」について、
　　　どのように感じていますか。【それぞれ当てはまる数字に○】

１．にぎわいのあるまちづくり
現在の満足度 今後の重要度

※記入例 1 2 3 4 1 2 3 45

1 2 3 4 1 2 3 45

満
　
　
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
　
　
満

普
　
　
通

高
　
　
い

や
や
高
い

低
　
　
い

や
や
低
い

① 商工業の振興
個人事業の起業支援、商工会への支援、蜂ヶ峯総合公園の魅力
向上（Bee＋エリアの整備）、広島広域都市圏※ との連携など

1 2 3 4 1 2 3 45

1 2 3 4 1 2 3 45

② 農林水産業の振興
農業振興協会への支援、新規農業就業者の定着支援、里山
研究会への活動支援、稚魚放流、林道維持管理など
③ 安定した雇用の促進
ハローワークとの連携、障がい者の就労支援、町内企業への
雇用確保要請、シルバー人材センターによる高齢者の雇用など

1 2 3 4 1 2 3 45
④ にぎわいのあるまちづくり
町営住宅長寿命化事業（緑ヶ丘団地の建替えなど）、蜂ヶ峯総合
公園の維持管理及び整備（Bee＋エリアの新設、バラ園維持
管理）など

２．健やかに暮らせるまちづくり
現在の満足度 今後の重要度

1 2 3 4 1 2 3 45

満
　
　
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
　
　
満

普
　
　
通

高
　
　
い

や
や
高
い

低
　
　
い

や
や
低
い

① 高齢者福祉の充実
地域包括ケアシステムの実現（地域包括支援センターと関係機
関が連携した高齢者の安全・安心見守りなど）、介護保険の充
実、在宅介護者支援など

1 2 3 4 1 2 3 45

1 2 3 4 1 2 3 45

1 2 3 4 1 2 3 45

1 2 3 4 1 2 3 45

② 障害者福祉の充実
障がいのある方の就労や暮らしの支援、相談支援事業所や相
談員の配置、障害者福祉団体活動の促進、差別・偏見・虐待防止
等の啓発など
③ 子ども・子育て支援の充実
出産祝金の進呈、すくすくフェスタの実施、高校生までの医療費
無料、こども園や放課後児童クラブの運営、母子手帳アプリ導
入、給食費無料など
④ 地域福祉の充実
社会福祉協議会・民生委員児童委員・福祉関係団体及びボラン
ティア団体との連携など
⑤ 保健・医療、社会保障の充実
国民健康保険の運営及び健全維持、各種予防接種、新型コロナ
ウイルス感染症対策、３つのあ元気づくりプロジェクト※ 、集団
検診、がん患者医療用補正具購入費助成など
⑥ 人権施策の推進
和木町人権施策推進協議会の開催、研修会や講演会開催によ
る人権啓発・学習活動の推進など

1 2 3 4 1 2 3 45

３．安全・安心で快適なまちづくり

現在の満足度 今後の重要度

1 2 3 4 1 2 3 45

満
　
　
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
　
　
満

普
　
　
通

高
　
　
い

や
や
高
い

低
　
　
い

や
や
低
い

① 安全・安心な生活の確保
治山・治水事業、防災訓練や消防団活動による地域防災の推進、
交通安全運動、防犯灯のLED化、家庭用防犯カメラ設置費補助、
消費生活相談員の配置など

1 2 3 4 1 2 3 45

1 2 3 4 1 2 3 45

② 生活環境の整備
町営住宅長寿命化事業（緑ヶ丘団地の建替や老朽化団地の解
体）、住宅建設奨励金制度及び住宅建設資金利子補給制度の継
続、上・下水道の維持管理など
③ 環境衛生対策の推進
家庭ごみの収集及び処理、和木町クリーンセンターや最終処分
場の管理運営、斎場及び道海公園等の維持管理など
④ 交通・通信インフラの整備の推進
道路・橋梁等の維持管理及び整備、ＪＲ和木駅の管理運営、和木
町コミュニティバス（あいあいバス）の運行、ＣＡＴＶ和木ちゃんね
るによる地域情報発信など

1 2 3 4 1 2 3 45

〈解説〉

3つの 元気づくりプロジェクトあ
　「３つのあ元気づくりプロジェクト」は、すべての町民が気軽に身体活動や、運動、
口腔機能の改善などに取り組み、地域ぐるみで健康寿命の延伸を目指すものです。

「３つのあ」とは、あしゆび体操（足指体操）、あいうべ体操（口腔体操）、
あるこう運動（散歩の推奨）を推進する取組です。

広島広域都市圏

　広島広域都市圏は、広島市の都心部からおおむね60kmの圏内にある、
広島県、山口県及び島根県の３県にまたがる30市町で構成されています。
　圏域というエリア設定を生かして、その一体的な発展に向けた交流・
連携を推進し、圏域内のまちの活性化や産業・経済の活力増進などを図る
ことを目的として、様々な取組を進めています。

しゆび体操（足指体操）　　足指をしっかり広げて、身体の土台を整えましょう
いうべ体操（口腔体操）　　口呼吸を鼻呼吸に変えて、免疫力アップ
るこう運動（散歩の推奨）　 体力・筋力をつけよう

あ
あ
あ

島根県

広島県

山口県
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4．豊かな心を育む教育・文化のまちづくり

現在の満足度 今後の重要度

1 2 3 4 1 2 3 45

満
　
　
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
　
　
満

普
　
　
通

高
　
　
い

や
や
高
い

低
　
　
い

や
や
低
い

① 生涯学習の推進
町ぐるみ「和木学園」構想（町民総活躍の生涯学習）、コミュニ
ティセンター・図書館・体育センター等の利用促進及び運営、
中高生の国際交流事業など

1 2 3 4 1 2 3 45

1 2 3 4 1 2 3 45

② 芸術・文化の振興
和木美術館・コミュニティセンター・文化会館でのイベント開催や
運営、趣味や教養講座の充実、文化財の保護など

③ スポーツの振興
体育センター・学校体育館・町民プールの整備・運営、生涯スポー
ツの振興、和木町総合型地域スポーツクラブの普及・促進など

④ 学校教育の充実
こども園・小学校・中学校の連携による教育の推進、コミュニ
ティ・スクール※ の推進、ＩＣＴ教育の推進（１人に１台タブレット
端末を整備）など

1 2 3 4 1 2 3 45

5．協働のまちづくり

現在の満足度 今後の重要度

1 2 3 4 1 2 3 45

満
　
　
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
　
　
満

普
　
　
通

高
　
　
い

や
や
高
い

低
　
　
い

や
や
低
い

① 町民協働の場づくりの推進
自治会長との懇談会、各町内団体との連携、町政の情報公開、
町ぐるみ「和木学園」構想事業（町民総活躍の生涯学習）など

1 2 3 4 1 2 3 45
② 産学官民連携の推進
町内企業への雇用確保要請、レノファ山口「ご当地シャレン選
手」※ 、町ぐるみ“和木学園”構想事業（コンビ学習※ ）など

6．ふれあいのあるまちづくり

現在の満足度 今後の重要度

1 2 3 4 1 2 3 45

満
　
　
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
　
　
満

普
　
　
通

高
　
　
い

や
や
高
い

低
　
　
い

や
や
低
い

① まちづくり活動の活性化
集会所等コミュニティ施設の維持管理、自主防災アドバイザー
研修への派遣（自主防災組織の活動促進のため）、地域おこし
協力隊※ の配置、和木町への移住・定住促進など

1 2 3 4 1 2 3 45
② 交流のまちづくりの推進
わき愛あいフェスティバル等の開催、北海道恵庭市との姉妹都
市交流、広島広域都市圏※ との連携、国際交流支援員の配置、
中高生の国際交流事業など

- 6 - - 7 -

〈解説〉

コミュニティ・スクール

レノファ山口 ご当地シャレン選手

　コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）とは、保護者や地域住民等が
学校運営に参画し、学校（こども園を含む）と地域が協働して子どもを育てる
仕組みのことを言います。学校と地域住民等がみんなでよく考え、話し合い

（熟議）、子どもの教育に関して、同じ目標に向かって、一緒になって活動し
（協働）、校長を中心に、人をつなぎ、学校の組織としての力をうまく引き出す
こと（学校のマネジメント）を通して、子どもの豊かな学びを確保するとともに、
学校に関わる大人たちの成長も促し、ひいては地域の絆を深め、地域作りの
担い手を育てていくことをねらいとしています。

　レノファ山口のご当地シャレン選手とは、
レノファ山口ＦＣ（フットボールクラブ）のホー
ムタウンである山口県全体を盛り上げ、「Jリ
ーグで地方創生、まちづくり」の促進に向け、
選手が担当制で県や市町ごとのＰＲや応援と
いったシャレン(社会連携)活動を行っていく
ものです。

コンビ学習

　コンビ学習はコンビナートの企業と小学生
が「コンビ」を組んで行う「学習」を言います。
　これまでに忍者ジャンボスライムを作ったり、
試験管に雪の結晶を作ったりしています。

〈解説〉

地域おこし協力隊

　都市地域から移住して、地域ブランドや地場
産品の開発・販売・PR等の地域おこし支援や、
農林水産業への従事、住民支援などの「地域協
力活動」を行いながら、その地域への定住・定着
を図る取組です。
　隊員は各自治体の委嘱を受け、任期は概ね
1年以上、3年未満です。



7．計画の実現に向けた取組の推進

現在の満足度 今後の重要度

1 2 3 4 1 2 3 45

満
　
　
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
　
　
満

普
　
　
通

高
　
　
い

や
や
高
い

低
　
　
い

や
や
低
い

① 広報・広聴活動の充実
自治会長との懇談会、提言箱の設置、広報わき・ホームページ・
ＳＮＳ・ＣＡＴＶ等による行政情報等の発信、和木町ＰＲ大使※ の
委嘱など

1 2 3 4 1 2 3 45

1 2 3 4 1 2 3 45

② 安定した行財政運営の推進
財政計画や公共施設等総合管理計画等の策定、財務書類の作
成、自主財源の充実（町税の徴収率向上、ふるさと納税）など

③ 広域行政の推進
町民サービスの向上のための近隣市町や広島広域都市圏※ と
の連携など

- 8 - - 9 -

〈解説〉

和木町ＰＲ大使

　町のイメージ向上と地域の活性化をはかるため、令和５年度に「和木町ＰＲ
大使」を創設しました。現在、２名の方をＰＲ大使に任命し、メディアでの情報発
信などを通じて、和木町の魅力を全国へ届けてもらっています。

Ｑ１5　前回策定した第５次和木町総合計画（平成２８年３月策定）では「緑の風薫る文化のまち和木町
　　　 ～あいさつと笑顔あふれるまち～」を目標とし、その実現に向けて取組を推進してきました。
　　　目標を達成できていると思いますか。【１つに○】

１． 達成できている　　　　　　　　　　　　　２． どちらかといえば達成できている

３． どちらかといえば達成できていない　 　　　４． 達成できていない

Ｑ１6　あなたは、現在の町政に町民の意向がどの程度反映されていると考えていますか。【１つに〇】

１． 十分反映されている　　　　　　　　　　　２． ある程度反映されている

３． あまり反映されていない　　　　　　　　　 ４． まったく反映されていない

YAMAGUCHI

Waki Town

Public Relations Ambassador

めざすべきまちの姿についてお尋ねします

Ｑ17　今後の１０年間のまちづくりで、あなたが重要だと思うものを教えてください。
　　　【重要度が高いと思うものから順に３つまで選び、回答欄に番号を記入】

１．
２．
３．
４．
５．
６．
７．
８．
９．

10．
11．
12．
13．
14．
15．
16．
17．
18．
19．
20．
21．
22．
23．
24．
25．
26．

人と企業が集まりアイデアと活気にあふれるまち【商工業・観光】
食や自然を身近に感じる産業を育むまち【農林水産業】
誰もが夢を持ち働きやすいまち【労働環境】
人々が行き交う活力あるまち【にぎわい】
健やかな安心長寿のまち【高齢者福祉】
障がいのある人もない人も共に支えあい共に生きるまち【障害者福祉】
笑顔で育ち育てられるまち【子ども・子育て】
人と人とのつながりを大切に心豊かに安心して暮らせるまち【地域福祉】
健康で心豊かに暮らせるまち【保健・医療・社会保障】
思いやりを持ち人権が尊重されるまち【人権・男女共同参画】
災害や犯罪のない安心して暮らせるまち【安全・安心】
住宅・公園・上下水道・商業施設の整備された快適なまち【生活環境】
身近な環境を守り未来につながるまち【環境衛生】
安全・安心で快適に移動できるまち【道路・交通・通信インフラ】
すべての世代が学び合い育ち合うまち【生涯学習】
芸術・文化に親しみ創造や交流を楽しむまち【芸術・文化】
スポーツの振興で心身ともに健康なまち【スポーツ】
学校・家庭・地域が一体となって学びと育ちを大切にするまち【学校教育】
町民の意見を実現に変えていく協働のまち【町民協働】
町民が主体的に活躍するまち【地方分権】
地域の団体や企業と行政が協力し支え合うまち【産学官民連携】
地域がつながり地域で課題解決できるまち【まちづくり】
すべての町民に情報が届けられるまち【広報・広聴】
柔軟で健全な行財政運営【行財政運営】
関係自治体との連携強化による町民サービス向上の実現【広域行政】
その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

上の表の番号を下の回答欄に記入してください。
【回答欄】

１番目に
重要だと
思うもの

2番目に
重要だと
思うもの

3番目に
重要だと
思うもの



-１０- - 1 1 -

Ｑ１8　あなたは、高齢者福祉・障害者福祉を充実させるためには、今後どのようなことに力を入れるべきだ
　　　 と考えますか。【最大２つまで○】

日中活動の場の充実
スポーツや趣味の活動を行うことができる場の充実
外出支援の推進
生活しやすいバリアフリー化の推進
働く場の確保や自立できる就労支援策の充実
経済面での生活支援の充実
入所（入居）できる施設の整備
認知症の人やその家族が暮らしやすい環境づくり
障がいについての理解促進及び啓発活動の充実
地域全体で支え合う仕組みづくり
高齢者・障害者福祉に関する相談体制の充実
高齢者・障害者福祉に関する情報発信の充実
その他（具体的に： 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ１9　あなたは、子ども・子育て支援を充実させるためには、今後どのようなことに力を入れるべきだと
　　　 考えますか。【最大２つまで○】

子どもの遊べる施設（公園など）の整備
保護者同士の交流や仲間づくりのための機会の充実
幼児教育・保育サービスの充実
子育て家庭に対する経済的支援の充実
配慮が必要な子どもへの支援の充実
ひとり親家庭や多子世帯への支援の充実
地域ぐるみによる子育て環境の整備
子育てに関する相談体制の充実
子育てに関する情報発信の充実
その他（具体的に： 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．
２．
３．
４．
５．
６．
７．
８．
９．

10．
11．
12．
13．

Ｑ21　あなたは、防災に対する取組として、今後どのようなことに力を入れるべきだと考えますか。
　　　【最大２つまで○】

避難訓練や防災講座などの地域における防災活動の充実
自主防災組織の活動促進
危険箇所の安全対策措置
ハザードマップなどによる危険区域の周知徹底
防災資機材の備蓄・整備の充実
災害時における情報発信の充実
避難所の生活環境整備
災害発生時の体制の強化
災害時要配慮者への支援体制の整備
関連機関・団体（消防、警察、気象台、行政、町民、地域等）の連携促進
その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．
２．
３．
４．
５．
６．
７．
８．
９．

10．
11．

１．
２．
３．
４．
５．
６．
７．
８．
９．

10．
11．

Ｑ22　あなたは、防犯に対する取組として、今後どのようなことに力を入れるべきだと考えますか。
　　　【最大２つまで○】

防犯講座などの啓発活動の充実
自主防犯組織の結成促進
見まわりや声掛けなどの地域が主体となった防犯対策の充実
防犯灯や防犯カメラの設置などの防犯環境の充実
特殊詐欺やＳＮＳ投資詐欺などの注意喚起の徹底
防犯や消費生活などに関する相談体制の充実
関係機関・団体（警察、行政、町民、企業等）の連携促進
その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．
２．
３．
４．
５．
６．
７．
８．

Ｑ23　あなたは、学校教育を充実させるためには、今後どのようなことに力を入れるべきだと考えますか。
　　　【最大２つまで○】

あいさつ運動の推進
社会のルールや命の大切さを学ぶ「こころの教育」の推進
体験活動を通じた地域の人たちとの交流
家庭・地域・学校が連携した地域社会における教育力向上の推進
不登校やいじめなどに対応した教育の推進
犯罪をしない、犯罪に巻き込まれないための教育の推進
学校内や通学路における子どもの安全対策の強化や安全教育の充実
多様なニーズに対応した生涯学習の活動ができる機会の確保
生涯学習活動推進のための指導者の育成
文化・芸術活動や国際交流活動の推進
その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ20　あなたは、保健・医療、社会保障を充実させるためには、今後どのようなことに力を入れるべきだ
　　　 と考えますか。【最大２つまで○】

妊婦や乳幼児に対する健康診査など母子保健事業の充実
特定健診・がん検診の受診率向上と保健指導の推進
健康相談・健康教室・保健師などの訪問活動の充実
生活習慣病の発症予防と重症化予防の推進
食育やバランスの取れた食生活の推進
メンタルヘルス対策などのこころの健康づくりの推進
救急・休日・夜間・往診などの医療体制の充実
スポーツ施設などの設置による健康づくり・体力つくりの推進
地域における町民主体の健康づくりの推進
要介護にならないための介護予防の推進
その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．
２．
３．
４．
５．
６．
７．
８．
９．

10．
11．

１．
２．
３．
４．
５．
６．
７．
８．
９．

10．



-１2 - - 1 3 -

Ｑ24　あなたはＳＤＧｓ※ について知っていますか。【１つに〇】
※ ＳＤＧｓ（エス・ディー・ジーズ）：世界のすべての人々が幸せになるためにみんなで取り組む１７の持続可能な
　 開発目標（具体的な目標は「Ｑ２６」を参照）

１． よく知っている　　　　　　　　　　　　　　　２． 少し知っている

３． 言葉は聞いたことがあるがあまり知らない　　　４． まったく知らない

Ｑ28　“町ぐるみ「和木学園」”の取組として、参加してみたい、自分が先生になって教えてみたいことなどが
　　　 あれば自由に記入してください。

参考 ： これまでの和木学園の取組例：「和木学農園」、「和木・大竹の歴史講座」、「企業との連携〔コンビ学習〕」、
　　   「社会科見学～なぎさ水族館見学ツアー」など

Ｑ29　あなたが考える、和木町のキャッチフレーズや将来像としてふさわしいキーワードなどを自由に記入
　　　 してください。＜いくつでも結構です＞

参考 ： 現在の第５次総合計画における将来都市像は、
　　　「緑の風薫る文化のまち和木町～あいさつと笑顔あふれるまち～」です。

Ｑ30　まちの発展やみなさんの暮らしを豊かにするために取り組むべきこと、暮らしの中で困っていること、
　　　 町政に望むことなど、ご意見・ご提案をお聞かせください。

Ｑ27　和木町は“町ぐるみ「和木学園」”※ に取り組んでいます。
　　　 あなたは“町ぐるみ「和木学園」”について知っていますか。【１つに〇】

※ “町ぐるみ「和木学園」”とは「みんなが生徒　みんなが先生」を合言葉に、町全体を一つの学び舎（学園）と
　 捉え、生まれる前からお墓に入るまでのライフステージの中で生涯学習を推進していく取組です。

１． 知っており、参加したことがある　　　　　　　　２． 知っている

3． 聞いたことはある　　　　　　　　　　　　　  ４． 知らない

Ｑ25　ＳＤＧｓについて、どの程度関心がありますか。【１つに〇】

１． 非常に関心がある　　　　　　　　　　　　　　２． 関心がある

３． あまり関心がない　　　　　　　　　　　　　　４． まったく関心がない

Ｑ26　ＳＤＧｓの１７の開発目標のうち、これから、和木町はどの目標に力を入れていくべきだと思いますか。
　　　【重要度が高いと思うものから順に最大３つまで選び、回答欄に番号を記入】

１．
３．
５．
７．
９．

11．
13．
15．
17．

貧困をなくそう
すべての人に健康と福祉を
ジェンダー平等を実現しよう
エネルギーをみんなにそしてクリーンに
産業と技術革新の基盤をつくろう
住み続けられるまちづくりを
気候変動に具体的な対策を
陸の豊かさも守ろう
パートナーシップで目標を達成しよう

2．
4．
6．
8．

10．
12．
14．
16．

飢餓をゼロに
質の高い教育をみんなに
安全な水とトイレを世界中に
働きがいも経済成長も
人や国の不平等をなくそう
つくる責任つかう責任
海の豊かさを守ろう
平和と公正をすべての人に

上の表の番号を下の回答欄に記入してください。
【回答欄】

１番目に
重要だと
思うもの

2番目に
重要だと
思うもの

3番目に
重要だと
思うもの


